「教育原論」実践報告 : 教職課程履修者における教職課程で学ぶ意義 : 子どもの権利、チーム学校、教育支援の視点から by 萩原 真美
In this paper, I report the practice of “kyoikugenron” class that I carried 
out in a term of autumn of 2016.
I tried it from four methods to be aware what the students who learned in 
the teacher-training course learned for; ―①class report, ②group-work, 
③simulated experience of classes, ④final report.
Through this paper, I understood that the students noticed that they could 
be in a position to support as one adult by having carried out this class. And 
it was effective a person in charge of the class of the teacher-training course 
was strongly conscious of the significance that a student learned, and to 
teach.
It reached the conclusion to be important to set a problem to promote it 
to find the significance that the student who finally learned in the teacher-










Significance to learn in the teacher-training course in the 
person of teacher-training course study: from view points 













































学部 学科 １年 ２年 ３年 ４年 科目等
    火４ 火５ 火４ 火５ 火４ 火５ 火４ 火５ 火４ 火５
外国語
独語 １ 13 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
英語 27 16 ５ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ０
仏語 ５ ４ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０
交文 ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０
国際教養 国言 13 10 ４ ２ ０ １ １ １ ０ ０
経済
経済 ８ ５ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０
経営 ６ １ ６ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０
環経 ２ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０
法
法律 ４ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
国関 １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
総政 ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
科目等 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
小計 67 63 17 10 ３ ２ ４ １ ０ １
％ 74.4 80.8 18.9 12.8 3.3 2.6 4.4 1.3 ０ 1.3
合計 130 27 ５ ５ １
％ 77.4 16.1 ３ ３ 0.6
注：数字は人数を表す。％は少数第２位を四捨五入した数値である。
１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 平均
火４
64 87 82 82 78 84 79 79 84 83 83 84 81 86 69 81.5
96.7 91.1 91.1 86.7 93.3 87.8 87.8 93.3 92.2 92.2 93.3 90 95.6 76.7 90.6
火５
44 73 72 70 63 61 67 58 66 66 66 66 60 65 56 64.9
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者の働きかけ次第であることが、筆者にとっての大きな気づきであった。
履修者からのコメントから、具体的な授業の内容や進め方について見直して
いくべき点について、筆者自身多くの気づきを得ることができた。例えば、筆
者としては、フィードバックを復習ととらえていなかったが、履修者側は復習
ととらえている場合があり、時間をかける必要性がないととらえていたことで
ある。おそらく、フィードバックの長さに原因があるように思う。時間を短縮し、
代表的なコメントに絞って紹介するなど工夫したい。また、特にグループワー
クでは要領を得ない部分があった。履修者が欠席しないことを前提に、早めに
課題を伝え、事前にグループ分けをし、座席表を作成しておき、授業の前に掲
示するなど、時間的にも無駄のないように進めていきたい。このような履修
者・授業者間のインタラクションを大切にし、ともに教職課程で学ぶ意義を考
え続けていくことが、履修者にとって、教職課程での有意義な学びへつながる
と考えている。
１　言語文化学科の専門科目として履修する場合は、「教育学概論Ⅱ」、「教育の原理」とい
う科目名で登録されるが、同一科目である。
２　本稿でいう「子ども」とは、18歳未満（高等学校第３学年相当）の者を指す。それに対
して「大人」とは、18歳以上（高等学校卒業以上相当）の者とする。したがって、履修
者は「大人」ということになる。
３　この授業の実施状況は、的場あき子「第32回合研分科会記録　社会」（『成城教育』第
127号、2005年３月、25-30頁）で報告されている。
４　本授業履修者Ａさんの最終レポートより。
５　本授業履修者Ａさんの最終レポートより。
６　本授業履修者Ｂさんの最終レポートより。
７　本授業履修者Ｂさんの最終レポートより。
８　黒川直秀「「チームとしての学校」をめぐる議論」（『調査と情報』第947号、国立国会図
書館 調査及び立法考査局文教科学技術課、2017年３月９日）には、「文部科学省が初等
中等教育の学校現場において推進しようとしている新たな学校組織の在り方を指し、具
体的には学校における多様な課題や教員の負担増に対応するために、教員に加えて、事
務職員やスクールカウンセラー等の専門スタッフがそれぞれの専門性を活用し、従来教
員が中心となって担ってきた業務や課題について、分担又は連携・協力しながら組織的
に対応する体制」（１頁）と定義されている。
９　本授業履修者のアンケートの記載内容より。
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